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人間の尊厳を奪還する、 

生命の解放宣言 
― セルフケアマネジメントの再定義と生体界面設計 ― 

 
┃はじめに 

私たちは、何のために自分を管理しているのか 

 

私たちは長い間、「健康になること」と「自分を管理す

ること」を、ほとんど同じ意味で捉えてきた。 

 

⚫ 症状が出れば、それを消す。 

⚫ 不調があれば、原因を探して排除する。 

⚫ 肌に問題があれば、何かを加える。 

⚫ 心が乱れれば、心を整える。 

⚫ 健康になるために、もっと努力する。 

⚫ もっと測る。 

⚫ もっと管理する。 

⚫ もっとコントロールする。 

 

もちろん、健康のために必要な自己管理はある。 

食事、睡眠、運動、衛生、服薬、受診。 

必要なときには医療を受け、必要な支援を求めるこ

とも、自分を大切にする重要な行為である。 

 

しかし、ここで一つの問いが生まれる。 

 

⚫ 人間は、自分自身をどこまで管理すればよいの

だろうか。 

⚫ 生命は、本当に「管理されなければ健康になれ

ないもの」なのだろうか。 

 

呼吸、体温調節、修復、適応、防御、恒常性。 

生命の多くは、私たちの意識的な命令を待つことなく

働いている。 
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だからこそ、私たちは別の健康観を考えることができ

る。 

 

それは、 

 

⚫ 「自分を管理する」ことから、 

⚫ 「生命が働きやすい条件を整える」ことへ。 

 

という転換である。 

 

これは、 

 

⚫ 自己管理を否定する思想ではない。 

⚫ 何もしないことでもない。 

⚫ 生命を放置することでもない。 

⚫ 必要なときには支える。 

⚫ 必要なときには介入する。 

⚫ 必要でなくなったら手放す。 

⚫ そして、生命自身が働く余白を守る。 

 

本稿で問い直したいのは、 

 

⚫ 健康のために「何をするか」だけではない。 

⚫ 「どこまで介入し、どこから生命に委ねるのか」 

 

という、人間と生命との関係そのものである。 
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第一部 

現代社会の健康観を問い直す 

1．「健康になるために、もっと自分を管理する」という

発想 

 

現代社会では、健康に関する情報や技術が増え続

けている。 

 

⚫ 測定する。 

⚫ 記録する。 

⚫ 比較する。 

⚫ 改善する。 

⚫ 予防する。 

⚫ 最適化する。 

 

これらは、私たちの生活を支える大切な技術でもあ

る。 

 

しかし、それが過剰になると、 

 

⚫ 「もっと管理しなければならない」 

⚫ 「もっと改善しなければならない」 

⚫ 「まだ足りない」 

 

という感覚につながる可能性がある。 

 

健康が、終わりのない自己修正になってしまう。 

 

すると、人間は自分の身体や生命を、 

 

⚫ 「共に生きるもの」ではなく、 

⚫ 「管理し続ける対象」 

 

として見るようになる。 

 

ここに、現代のセルフケアが抱える一つの課題があ

る。 
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2．私たちが変えたいもの 

 

私たちが変えたいのは、人間そのものではありませ

ん。 

 

人間が自分自身の生命を、絶えず管理・修正し続け

なければならない社会のあり方です。 

 

私たちは、「もっと管理することで健康になる社会」か

ら、 

 

「自分の状態を観察し、必要なときに必要な支援を

選び、必要でなくなれば手放せる社会」へ。 

 

生命を支配するのでも、放置するのでもなく、生命が

働く余白を守りながら、人間が自分自身の生命との

関係を選び直せる社会へ。 

 

それが、BIE Conditioning が目指す社会変化です。 

 

BIE Conditioning が最終的に問いかけたいのは、単

なるスキンケアの方法ではない。 
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変えたいのは、 

 

人間と自分自身の生命との関係 

 

である。 

 

⚫ 「自分を管理しなければならない」という関係から、 

「自分の生命が働きやすい条件を整える」という

関係へ。 

⚫ 「症状をなくさなければならない」という関係から、 

「まず自分の状態を観察し、必要な選択をする」

という関係へ。 

⚫ 「もっと介入する」ことだけを良しとする文化から、 

「必要な介入と、必要でない介入を見分ける」文

化へ。 

 

この転換によって、人間が自分自身の生命を過剰に

支配しようとすることから、少し自由になれるのでは

ないか。 

 

それが、本稿の出発点である。 
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第二部 

目指す社会変化 ― Self-care Management の再定

義 

 

3．「自分を管理する」から「生命が働ける条件を整え

る」へ 

 

本稿では、セルフケアマネジメントを、 

 

自分の生命が自己調整・適応しやすい条件を、自ら

の生活環境の中に整えていくこと 

 

と捉える。 

 

ここでいう自己調整や適応は、生命科学における生

命現象を踏まえた考え方であり、「人間には万能な

自己治癒能力がある」という意味ではない。 

 

病気、外傷、感染、障害などに対しては、医学的な評

価や治療が必要になる。 

 

したがって、新しいセルフケアとは、 

 

「何もしないこと」 

 

ではない。 

 

むしろ、 

 

必要なことを行い、必要でないことを行わないこと。 

 

その判断を、自分の状態と環境との関係から考える

ことである。 
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4．健康づくりを「環境」から考える 

健康は、個人の意志だけによってつくられるもので

はない。 

 

⚫ 社会環境。 

⚫ 生活環境。 

⚫ 身体状態。 

⚫ 知覚。 

⚫ 心理。 

⚫ 行動。 

 

これらは互いに影響し合っている。 

 

だから、健康づくりも、 

 

⚫ 「本人がもっと努力する」だけではなく、 

⚫ 「人が自然に健康へ向かいやすい環境をつくる」 

 

という視点を持つことができる。 

 

これは Public Health の考え方とも接続し得る。 

 

個人に健康の責任を集中させるのではなく、社会そ

のものが健康を支える条件をつくる。 

 

その考え方を、さらに身体に近いところまで掘り下げ

たとき、 

 

生体と環境が接する場所 

 

が見えてくる。 
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第三部 

生命と環境の接点 ― 生体界面という視点 

5．社会環境から生体界面へ 

健康を取り巻く環境には、複数の階層がある。 

 

⚫ 社会環境。 

⚫ 生活環境。 

⚫ 身体環境。 

⚫ 生体界面。 

⚫ 感覚。 

⚫ 身体状態。 

⚫ 脳による評価。 

⚫ 感情・意味づけ。 

⚫ 行動。 

 

そして行動は、再び生活環境や社会環境へ影響す

る。 

 

この循環の中で、 

 

⚫ Public Health は社会環境を扱い、 

⚫ Self-care Management は個人と生活環境との関

係を扱う。 

 

そして BIE Conditioning は、そのさらに身体に近いと

ころ、 

 

生命と外界が接する「生体界面」 

 

に着目する。 
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6．生体界面とは何か 

皮膚は、単なる身体の外壁ではない。 

 

外界との間で、 

⚫ 何を受け入れるのか。 

⚫ 何を防ぐのか。 

⚫ どのような刺激を受け取るのか。 

⚫ どのように環境変化に応答するのか。 

⚫ といった、生体と環境との相互作用が生じる場所

である。 

⚫ また、視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚などの感覚

系も、外界と身体・脳をつなぐ重要な接点であ

る。 

 

本稿では、このような生命と外界との接点を広く、 

 

「生体界面」 

 

と捉える。 

 

生体界面は、単なる「境界」ではない。 

 

それは、 

 

生命と環境との相互作用が生じる場所 

 

である。 
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第四部 

BIE Conditioning ― 生体界面から考える設計思想 

7．BIE Conditioning とは何か 

 

BIE Conditioning とは、 

 

Bio Interface Environmental Conditioning 

 

を指す本稿独自の概念である。 

 

日本語では、 

 

生体界面環境調整 

 

と表現する。 

 

BIE Conditioning は、 

 

⚫ 確立された医学的治療概念を意味しない。 

⚫ 特定の疾患を治療する方法を意味するものでも

ない。 

⚫ また、生命そのものを操作・設計することでもな

い。 

 

本稿では BIE Conditioning を、 

 

生体界面に着目し、生命が働きやすい環境条件を

考えるための「設計思想・研究仮説」 

 

として位置づける。 

 

ここでいう設計とは、 

 

⚫ 生命を設計することではない。 

⚫ 生命が働く環境を設計すること 

 

である。 
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BIE Conditioning は、生命科学、心理学、デザイン、

Technology、Public Health などの知見と対話しなが

ら、今後さらに検討・検証されるべき概念である。 
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8．BIE Conditioning が目指す社会変化 

BIE Conditioning の目的は、 

 

「人間をより上手に管理すること」 

 

ではない。 

 

むしろ、 

 

人間が自分自身を管理しすぎなくてもよい環境を考

えること 

 

にある。 

 

そのために、BIE Conditioning は次の転換を提案す

る。 

 

⚫ 管理 → 条件設計 

⚫ 操作 → 相互作用 

⚫ 修正 → 観察 

⚫ 過剰介入 → 必要な介入 

⚫ 依存 → 自律 

⚫ 支配 → 共存 

 

この転換によって、 

 

「健康のためにもっと頑張らなければならない」 

 

という社会から、 

 

「自分の生命が働きやすい条件を考え、必要な支援

を選択できる」 

 

社会へ。 

 

それが BIE Conditioning の目指す社会変化である。 
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第五部 

BIE Conditioning の三つの思想的コア 

9．第一のコア 

人を変えるのではなく、人自身の変化が生まれる条

件を整える 

 

BIE Conditioning の第一の原理は、 

 

人を変えるのではなく、人自身の変化が生まれる条

件を整える。 

 

である。 

 

従来の介入は、ときに、 

 

成分 

↓ 

身体 

↓ 

変化 

 

という一方向の発想になりやすい。 

 

BIE Conditioning では、 

環境 

↓ 

生体界面 

↓ 

身体との相互作用 

↓ 

知覚・体験 

↓ 

適応・行動 

 

という循環に着目する。 
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もちろん、この流れによって特定の結果が必ず生じ

ることを意味しない。 

 

BIE Conditioning が重視するのは、 

 

対象を直接変えることだけを目的とせず、変化が生

まれ得る条件を整える 

 

という発想である。 
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10．第二のコア 

必要なときに介入し、必要でなくなったら手放す 

 

BIE Conditioning の第二の原理は、 

 

必要なときに介入し、必要でなくなったら手放す。 

 

である。 

 

⚫ 必要なら医療を受ける。 

⚫ 必要なら環境を変える。 

⚫ 必要ならケアを行う。 

⚫ 必要なら技術を使う。 

 

しかし、介入そのものを目的にしない。 

 

生命自身の調整が働いているなら、その働きを過剰

な介入によって妨げない。 

 

ここでいう「最小介入」とは、単純に介入量を減らすこ

とではない。 

 

必要性に応じて介入し、不要になった介入を手放す

こと。 

 

それが BIE Conditioning における最小介入である。 
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11．第三のコア 

生命を、生命自身へ返す 

 

生命を完全に管理することが、人間の自由なのでは

ない。 

 

⚫ 必要なときには支援を受ける。 

⚫ 必要なときには環境を変える。 

⚫ 必要なときには介入する。 

 

そして、 

 

生命自身が働き始めたなら、その働きを尊重する。 

 

⚫ 生命を支配しない。 

⚫ 生命を放置しない。 

⚫ 生命を敵にしない。 

⚫ 生命との関係を取り戻す。 

 

これを、本稿では、 

 

「生命を、生命自身へ返す」 

 

と表現する。 
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第六部 

生命・感覚・心理の循環 

12．環境 → Interface → Experience → Emergence 

環境から受ける刺激は、生体界面や感覚系を通して

身体に取り込まれ、知覚される。 

 

その体験は、脳による評価や意味づけと関係し、感

情や行動にも影響し得る。 

一方、身体状態も知覚や感情、意味づけに影響す

る。 

 

そこで BIE Conditioning では、 

 

Environment 

↓ 

Interface 

↓ 

Experience 

↓ 

Emergence 

 

という流れを一つの思考モデルとして置く。 

 

⚫ Environment――環境を整える。 

⚫ Interface――生体界面との相互作用を考える。 

⚫ Experience――身体感覚や体験が生まれる条件

をつくる。 

⚫ Emergence――人間自身の内側から、新しい知

覚、認知、感情、行動、適応が生まれる可能性を

残す。 

 

ここでいう Emergence は、特定の結果を保証する言

葉ではない。 

 

また、医学的・心理学的効果を意味するものでもな

い。 
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それは、 

 

環境を整えることで、変化が生まれ得る余白をつくる 

 

という思想を表す言葉である。 
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13．過剰介入の循環 

症状や不快感が生じたとき、人はそれをただちに「悪

いもの」と評価することがある。 

 

不快感 

↓ 

危険だという解釈 

↓ 

不安・恐怖 

↓ 

症状を消そうとする介入 

↓ 

一時的な安心 

↓ 

再び不快感 

↓ 

さらに介入 

 

このような循環が生じる可能性がある。 

 

本稿では、これを、 

 

「過剰介入の循環」 

 

と呼ぶ。 

 

ここで否定しているのは、 

 

⚫ 治療やケアではない。 

⚫ 必要な治療まで拒否することでもない。 

 

重要なのは、 

 

必要な介入と、恐怖や不安によって繰り返される不

要な介入を区別すること 

 

である。 
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14．「症状を消す」から「状態を読み取る」へ 

セルフケアにおいて重要なのは、症状の有無だけで

はない。 

 

⚫ 何が起きているのか。 

⚫ どのような環境条件が影響しているのか。 

⚫ 今、何をする必要があるのか。 

⚫ 何をしないほうがよいのか。 

 

それを観察する。 

 

したがってセルフケアマネジメントとは、 

 

⚫ 症状を支配する能力ではなく、 

⚫ 自分の状態と環境との関係を読み取り、適切な

選択をする能力 

 

でもある。 

 

⚫ 「症状がある＝失敗」ではない。 

⚫ 「不快感がある＝ただちに排除しなければならな

い」でもない。 

 

まず観察する。 

 

⚫ 必要なら介入する。 

⚫ 必要がなくなれば手放す。 
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第七部 

Science・Psychology・Technology・Art・Public Health

との接続 

15．Science ― 生命について理解する 

 

Science は、 

 

生命について何が分かっているのか 

 

を理解する。 

 

恒常性、適応、防御、修復など、生命が環境との相

互作用の中で維持される仕組みを研究する。 

 

BIE Conditioning は、これらの生命現象を「治療する」

概念ではない。 

 

科学的知見を踏まえ、 

生命が働く環境条件をどのように考えられるか 

 

という問いを提示する。 
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16．Psychology ― 人間の体験を理解する 

 

Psychology は、 

 

⚫ 人間が環境をどのように知覚し、 

⚫ 認知し、 

⚫ 意味づけ、 

⚫ 感情を経験し、 

⚫ 行動するのか 

 

を理解する。 

 

BIE Conditioning は 

 

⚫ 心理療法そのものではない。 

⚫ また、BIE Conditioning によって特定の心理状態

が必ず改善する 

 

ことを意味しない。 

 

心理学との接続は、 

 

生体界面と人間の体験との関係をどう考えるか 

 

という研究・教育上の対話として位置づける。 
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17．Technology ― 環境を設計する 

Technology は、人間や生命を過剰に操作するため

だけに存在するものではない。 

 

Technology によって、 

 

生命が働きやすい環境条件を設計する 

 

という可能性がある。 

 

BIE Conditioning における Technology は、 

 

⚫ 生命を支配するためではなく、 

⚫ 生命自身が働く余白を守るための技術 

 

として考える。 
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18．Art ― 変化が生まれる体験をつくる 

Art は、人間を直接変える手段だけではない。 

 

⚫ 音。 

⚫ 空間。 

⚫ 触覚。 

⚫ 香り。 

⚫ 物語。 

⚫ 時間。 

⚫ 身体感覚。 

 

それらを通して、 

 

人間自身の内側から新しい知覚や意味づけが生ま

れ得る環境をつくる営み 

 

として捉えることができる。 

 

この意味で、スキンケアも、 

「肌を変える Technology」 

 

から、 

 

「生命とのより良い関係が生まれ得る環境をつくる

Art」 

 

へ拡張される可能性を持つ。 
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19．Public Health ― 健康を社会の問題として考える 

 

Public Health は、 

 

⚫ 健康を個人だけの責任にしない。 

⚫ 人々が健康へ向かいやすい社会環境をつくる。 

 

この視点を個人の生活へ近づけ、 

 

さらに身体と環境との接点まで近づけて考える。 

 

その一つの接点として BIE Conditioning を位置づけ

る。 

 

Science 、 Psychology 、 Technology 、 Art 、 Public 

Health は、それぞれ異なる領域である。 

 

BIE Conditioning は、それらを一つの学問に統合する

ものではない。 

 

「生体界面」という接点から、それぞれの知見を対話

させる設計思想 

 

として位置づける。 
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第八部 

スキンケアから始まる BIE Conditioning 

20．肌という最も身近な生体界面 

 

BIE Conditioning を最初に具体化できる場所の一つ

が、 

 

肌 

 

である。 

 

肌は、生命と外界が日常的に接している、最も身近

な生体界面の一つである。 

 

だから BIE Conditioning をスキンケアに適用すると、 

 

「肌を直接変える」 

 

だけではなく、 

 

「肌という生体界面の環境を考える」 

 

という発想が生まれる。 
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21．スキンケアから心へ、ではない 

ここで、 

 

⚫ 「肌から脳へ」 

⚫ 「肌から心へ」 

⚫ 「肌を整えれば心が整う」 

 

という単純な因果関係を主張してはならない。 

 

肌、身体感覚、知覚、認知、感情、行動には相互作

用があり得る。 

 

しかし、それぞれを一つの因果関係に単純化するこ

とはできない。 

 

BIE Conditioning が考えるのは、 

 

身体側の環境条件を整えることによって、人が自分

の状態を感じ取り、自分に必要な環境を選択しやす

くなる可能性 

 

である。 

 

だから BIE Conditioning は、 

 

「心を整える化粧品」 

 

ではない。 

 

むしろ、 

 

「心を直接整えようとせず、心を含む人間の体験が

生まれる身体・環境との関係を考える」 

 

という思想である。 
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第九部 

BIE Conditioning for SKIN / BIE Conditioning for 

MIND 

22．BIE Conditioning for SKIN 

 

BIE Conditioning for SKIN は、 

 

肌という生体界面の環境を考える領域 

 

である。 

 

⚫ 化粧品。 

⚫ スキンケア。 

⚫ 身体表面の環境。 

⚫ 使用感。 

⚫ 触覚。 

⚫ 香り。 

 

それらと肌との接点を扱う。 

 

商品として展開する場合には、各製品・サービスに

適用される法令・ガイドライン等に従い、認められる

範囲で表現する。 

 

BIE Conditioning for SKIN の中心にあるのは、 

 

肌を過剰に操作することではなく、肌と環境との関係

を考えること 

 

である。 
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23．BIE Conditioning for MIND 

BIE Conditioning for MIND は、 

 

「心を整える化粧品」 

 

を意味しない。 

 

また、 

 

「BIE Conditioning そのものが心理療法になる」 

 

ことを意味しない。 

 

BIE Conditioning for MIND とは、 
 

身体と環境との界面から、 
 

⚫ 身体感覚。 

⚫ 知覚。 

⚫ 認知。 

⚫ 感情。 

⚫ 意味づけ。 

⚫ 行動。 
 

との関係を研究・探究する領域である。 
 

したがって、 
 

BIE Conditioning for MIND ≠ 心を整える化粧品 
 

である。 
 

BIE Conditioning for MIND は、 
 

Skin → Body → Experience → Mind 
 

という相互作用の可能性を研究するための概念とし

て位置づける。 
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第十部 

人間の尊厳と生命への信頼 

24．人間の尊厳とは何か 

 

人間の尊厳とは、 

 

すべてを自分の意志で制御できることではない。 

 

むしろ、 

 

人間が自分自身の生命を完全には支配できない存

在であることを認めること 

 

から、尊厳について考えることができる。 

 

⚫ 呼吸。 

⚫ 修復。 

⚫ 適応。 

⚫ 恒常性。 

⚫ 感覚。 

⚫ 防御。 

 

それらのすべてを、私たちは意識的に命令している

わけではない。 

 

生命は、私たちの意識を超えたところでも働いてい

る。 

 

だから尊厳とは、 

 

生命を完全に支配する能力ではなく、生命自身の働

きを尊重すること 

 

の中にも存在する。 
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25．生命への信頼 

 

生命への信頼とは、 

 

「何もしなくても大丈夫」 

 

という楽観主義ではない。 

 

「自然治癒ですべてが解決する」 

 

という考えでもない。 

 

生命への信頼とは、何かが起きたとき、 
 

⚫ 恐怖だけによって自分の生命を敵視しないこと。 

⚫ 必要なときには助けを求めること。 

⚫ 必要なときには環境を変えること。 

⚫ 必要なときには治療を受けること。 
 

そして、 
 

生命自身の働きが始まったときには、その働きを尊

重すること。 
 

そのような、 
 

生命との関係における信頼 
 

を意味する。 
 

本稿では、この状態を思想的に「不動心」と表現する

ことができる。 
 

ただし、「不動心」は医学的・心理学的な診断概念で

はない。 
 

本思想における価値概念である。 



32 
 

 
第十一部 

BIE Conditioning の倫理 ― 最小介入 

26．「もっと」だけを善としない 

 

BIE Conditioning の中心には、一つの逆説がある。 

 

⚫ 介入することで、介入しなくてもよい状態をつく

る。 

⚫ 必要なときには介入する。 

 

しかし、その介入を永続的な依存にしない。 

 

生命自身の調整が働き始めたなら、その働きを奪わ

ない。 

 

したがって、 

 

⚫ 「もっと強く」 

⚫ 「もっと多く」 

⚫ 「もっと頻繁に」 

 

という方向だけを、より良いケアとは考えない。 

 

重要なのは、 

 

何が必要なのか。 

 

そして、 

 

何をしないことが最善なのか。 

 

を考えることである。 

 

これが BIE Conditioning における「最小介入」の倫理

である。 
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27．医療・科学・Technology を敵にしない 

 

生命への信頼を語ることは、 

 

⚫ 医療を否定することではない。 

⚫ 科学を否定することでもない。 

⚫ Technology を否定することでもない。 

 

むしろ、 

 

⚫ Science によって生命を理解する。 

⚫ Technology によって必要な環境条件をつくる。 

⚫ Psychology によって人間の認知・感情・行動を理

解する。 

 

Art によって体験と意味が生まれる環境をつくる。 

Public Health によって社会環境を整える。 

 

その上で、 

 

生命自身が働く余地を残す。 

 

これが BIE Conditioning の立場である。 
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第十二部の途中から「社会実装 → 倫理 → 研究

課題 → 宣言」まで一貫して完結する形で続けま

す。 

 

商品表現は、思想上の主張と医学的・科学的効果を

混同しない。 

 

この四層を分けることで、 

 

⚫ 「思想として語れること」 

⚫ 「教育として伝えられること」 

⚫ 「科学として検証すべきこと」 

⚫ 「商品として表現できること」 

 

を明確にする。 

 

BIE Conditioning は、思想を商品に直接変換するの

ではない。 

 

⚫ 思想から問いを生み、 

⚫ 教育によって理解を広げ、 

⚫ 研究によって仮説を検証し、 

⚫ その成果の一部を、社会に適切な形で実装す

る。 

 

この順序を守ることが、BIE Conditioning の社会的信

頼性を支える。 
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29．BIE Conditioning は「効能（クレーム）」を約束する

思想ではない 

 

BIE Conditioning が目指すのは、 

 

「この方法を使えば、あなたはこう変わる」 

 

という約束ではない。 

 

むしろ、 

 

⚫ 「あなた自身の状態を観察する」 

「環境との関係を見直す」 

「必要な介入を選択する」 

「必要でなくなった介入を手放す」 

 

という、自律的な選択を支えることである。 

 

したがって BIE Conditioning は、 
 

⚫ 万能性を主張しない。 

⚫ すべての人に同じ結果が生じるとは考えない。 
 

同じ環境条件であっても、 
 

⚫ 人によって知覚は異なり、 

⚫ 身体状態も異なり、 

⚫ 生活環境も異なり、 

⚫ 意味づけも異なる。 
 

だからこそ、 
 

BIE Conditioning は「正しい状態」を一つに決めるの

ではなく、 
 

「その人にとって、より適切な状態とは何か」 
 

を考える。 
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30．BIE Conditioning における自律とは何か 

 

自律とは、 

 

⚫ 何にも頼らないことではない。 

⚫ 医師に相談する。 

⚫ 専門家の助言を受ける。 

⚫ 家族や友人に支えてもらう。 

⚫ テクノロジーを利用する。 

⚫ 必要な商品やサービスを使う。 

 

それらを含めて、 

 

自分に必要な支援を選択できること。 

 

それが BIE Conditioning における自律である。 

 

⚫ 「自分で全部やる」のではない。 

⚫ 「自分に必要なものを、自分で選べる」。 

 

この違いは重要である。 

 

依存の反対は孤立ではない。 

 

依存の反対にあるのは、 

 

支援を含めた選択の自由である。 

 

BIE Conditioning が目指すのは、 

 

人間を孤立させるセルフケアではなく、 

 

人間の選択能力を回復させるセルフケアである。 
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第十三部 

研究としての BIE Conditioning ― 何を検証するのか 

31．思想から研究仮説へ 

 

BIE Conditioning が社会に定着するためには、 

 

思想だけで終わってはならない。 

 

一方で、 

 

思想を科学的事実として語ってもならない。 

 

そこで重要になるのが、 

 

研究仮説としての BIE Conditioning である。 

 

たとえば、 

 

⚫ 「環境条件の変化が、生体界面における刺激へ

の曝露や体験に影響するのではないか」 

⚫ 「身体感覚への注意の向け方が、自己認識や行

動選択とどのように関係するのか」 

⚫ 「セルフケアにおける過剰介入を減らすことが、

自己効力感や生活上の選択にどのような影響を

与えるのか」 

⚫ 「環境調整と適切なセルフケア教育を組み合わ

せることで、健康行動の持続性にどのような変化

が生じるのか」 

 

こうした問いは、 

 

科学的に検証可能な形へ翻訳する必要がある。 

 

BIE Conditioning そのものが科学的に証明された理

論である、 

 

と最初から宣言するのではない。 
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BIE Conditioning という思想から、 

 

検証可能な問いを生み出す。 

 

それが研究としての BIE Conditioning の出発点であ

る。 
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32．「仮説」「事実」「解釈」を分ける 

BIE Conditioning では、次の三つを明確に区別する。 

 

⚫ 第一に、 

科学的に確認されている事実。 

⚫ 第二に、 

今後検証されるべき仮説。 

⚫ 第三に、 

そこから導かれる思想的・哲学的な解釈。 

 

たとえば、 

 

「皮膚にはバリア機能がある」 

 

という科学的知見と、 

 

「皮膚環境を整えることで、よりよい状態を支えられ

る可能性がある」 

 

という研究仮説と、 

 

「生命が働きやすい条件を整えることは、人間と生命

との関係を変える」 

 

という思想的解釈は、 

 

同じ文章の中で無造作に混在させてはならない。 

 

この区別を守ることによって、 

 

BIE Conditioning は思想の強さと科学の厳密さを両

立できる。 
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33．BIE Conditioning 研究の基本モデル 

BIE Conditioning の研究では、 

 

Environment 

↓ 

Interface 

↓ 

Experience 

↓ 

Behavior 

↓ 

Environment 

 

という循環を一つのモデルとして検討することができ

る。 

 

⚫ Environment は、 

温度、湿度、光、音、香り、触覚刺激、生活空間

など、人間を取り巻く環境条件を含む。 

⚫ Interface は、 

皮膚などの生体界面や感覚系との相互作用を

含む。 

⚫ Experience は、 

身体感覚、知覚、注意、認知、感情、意味づけな

どを含む。 

⚫ Behavior は、 

セルフケア、休息、活動、環境選択、受診、他者

への相談など、 

実際の行動を含む。 

 

そして行動は、 

 

再び環境を変える。 

 

この循環そのものを、 

 

BIE Conditioning の研究対象として考える。 
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ただし、 

 

このモデルは現時点で確立された因果モデルを意

味しない。 

 

あくまで、 

 

研究可能な関係性を整理するための概念モデルで

ある。 
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第十四部 

「不動心」という価値概念 

34．不動心とは、何も感じないことではない 

 

BIE Conditioning における「不動心」は、 

 

⚫ 感情が動かないことではない。 

⚫ 不安にならないことでもない。 

⚫ 苦痛を感じないことでもない。 

 

むしろ、 

 

⚫ 不快感があっても、 

それをただちに「敵」と決めつけない。 

⚫ 不安があっても、 

不安だけを根拠に過剰な行動を取らない。 

⚫ 必要なときには、 

冷静に助けを求める。 

⚫ 必要なときには、 

介入する。 

⚫ そして必要がなくなれば、 

手放す。 

 

そのような、 

 

「反応する前に観察する余白」 

 

を本稿では不動心と呼ぶ。 

 

これは 

 

⚫ 心理学的診断名でも、 

⚫ 医学的治療概念でもない。 

 

BIE Conditioning が目指す人間像を示す、 

思想上の価値概念である。 
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35．不動心とセルフケア 

 

現代のセルフケアは、 

 

「何かをすること」に偏りやすい。 

 

しかし、 

 

何もしないという選択も、 

 

一つの判断である。 

 

⚫ 休む。 

⚫ 待つ。 

⚫ 観察する。 

⚫ 環境を変える。 

⚫ 専門家に相談する。 

⚫ 治療を受ける。 

 

あるいは、 

 

今まで行っていたケアを一度やめてみる。 

 

重要なのは、 

 

どの行動が正しいかを一律に決めることではない。 

 

自分の状態を読み取り、 

その時点で必要な行動を選択すること。 

 

この選択能力を、 

 

BIE Conditioning ではセルフケアマネジメントの中心

に置く。 
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第十五部 

生命の解放とは何か 

36．「解放」は、生命を放置することではない 

 

「生命の解放」という言葉は、 

 

誤解を生む可能性がある。 

 

⚫ 生命を自然に任せればよい、という意味ではな

い。 

⚫ 医療を拒否することでもない。 

⚫ 科学を捨てることでもない。 

⚫ 薬や化粧品や Technology を否定することでもな

い。 

 

生命の解放とは、 

 

⚫ 生命を完全に支配しようとする発想から、 

⚫ 人間自身を少し解放すること 

 

である。 

 

⚫ 何か症状があれば、 

すぐに消さなければならない。 

⚫ 何か不足していれば、 

すぐに補わなければならない。 

⚫ 何か不安があれば、 

すぐに対策しなければならない。 

 

そのような、 

 

「常に介入し続けることが健康である」 

 

という価値観から距離を取る。 

 

そして、 
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⚫ 必要なときには介入する。 

⚫ 必要なときには助けを求める。 

⚫ 必要なときには治療する。 

 

しかし、 

 

必要でなくなった介入は手放す。 

 

生命自身の働きを、 

 

生命自身のものとして尊重する。 

 

これが、 

 

本稿における「生命の解放」である。 
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37．「人間の尊厳を奪還する」とは何か 

 

人間の尊厳は、 

 

人間が生命を完全にコントロールできることによって

生まれるのではない。 

 

むしろ、 

 

「自分の生命を、自分自身の管理対象として永遠に

監視し続けなければならない」 

 

という圧力から、 

 

人間を解放すること。 

 

それもまた、 

 

尊厳の回復なのではないか。 

 

⚫ 健康であるために、 

常に自分を改善し続けなければならない。 

⚫ 美しくあるために、 

常に自分を修正し続けなければならない。 

⚫ 不快感があれば、 

常にそれを排除しなければならない。 

 

そのような終わりのない自己修正から、 

 

人間が少し自由になる。 

 

⚫ 自分の身体を敵として扱わない。 

⚫ 自分の生命を失敗として扱わない。 

 

自分の不完全さを、 

 

ただちに修正すべき欠陥とみなさない。 



47 
 

 

そのとき、 

 

⚫ 人間は自分自身の生命と、 

⚫ もう一度共に生きることができる。 

 

それを本稿では、 

 

「人間の尊厳を奪還する」 

 

と表現する。 
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第十六部 

BIE Conditioning が目指す未来 

38．健康産業から「生命環境産業」へ 

 

BIE Conditioning が問い直すのは、 

 

一つの製品カテゴリーだけではない。 

 

⚫ 健康産業。 

⚫ 美容産業。 

⚫ ウェルネス産業。 

⚫ Technology。 

⚫ Healthcare。 

⚫ Public Health。 

⚫ Education。 

⚫ Art。 

 

これらの境界を越えて、 

 

「人間がより健康になるために、何を人間に加える

か」 

 

だけではなく、 

 

「人間が本来持つ生命との関係を、どのように支える

か」 

 

を考える。 

 

そこから、 

 

新しい産業の可能性が生まれる。 
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それは、 

 

⚫ 人間をより強く操作する産業ではない。 

⚫ 人間が生命とよりよく共存できる環境をつくる産

業である。 

 

本稿では、 

 

それを仮に、 

 

「生命環境産業」 

 

と呼ぶ。 

 

これは既存の産業分類を意味するものではない。 

 

BIE Conditioning から導かれる、 

未来の産業像についての思想的提案である。 
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39．未来のセルフケア 

 

未来のセルフケアは、 

 

⚫ 「もっと頑張るセルフケア」 

ではないかもしれない。 

⚫ もっと測る。 

⚫ もっと管理する。 

⚫ もっと改善する。 

⚫ もっと追加する。 

 

その先にあるのは、 

 

必ずしも自由ではない。 

 

未来のセルフケアは、 

 

⚫ 観察する。 

⚫ 選択する。 

⚫ 必要なら介入する。 

⚫ 必要なら助けを求める。 
 

そして、 
 

必要がなくなれば手放す。 
 

そのような、 
 

「選択できるセルフケア」 
 

になるかもしれない。 
 

セルフケアとは、 
 

⚫ 自分を管理する技術ではない。 

⚫ 自分の生命との関係を、 

自分で選び直す能力である。 
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40．BIE Conditioning が目指す社会 

 

BIE Conditioning が目指す社会は、 

 

「健康であること」を人間の義務にする社会ではな

い。 

 

⚫ 健康でなければならない。 

⚫ 美しくなければならない。 

⚫ 若くなければならない。 

⚫ 生産的でなければならない。 

⚫ 常に前向きでなければならない。 

 

そのような圧力を、 

 

さらに強くするものでもない。 

 

むしろ、 

 

⚫ 人間には揺らぎがある。 

⚫ 身体には変化がある。 

⚫ 感情には波がある。 

 

生命には、 

 

自分の意志だけでは制御できない部分がある。 

 

その事実を認めた上で、 

 

必要な支援を受けながら生きることができる社会。 

 

それが、 

 

BIE Conditioning が目指す社会である。 
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第十七部 

BIE Conditioning の社会的責任 

41．自由には責任がある 

 

生命への信頼を語るなら、 

 

同時に責任を語らなければならない。 

 

⚫ 「自然に任せる」という言葉によって、 

必要な医療を遅らせてはならない。 

⚫ 「自己調整」という言葉によって、 

病気の存在を否定してはならない。 

⚫ 「最小介入」という言葉によって、 

必要な治療や支援を拒否してはならない。 

⚫ 「自律」という言葉によって、 

健康上の責任を個人に押しつけてはならない。 

 

したがって BIE Conditioning は、 

 

⚫ 自律と支援を対立させない。 

⚫ 自由と安全を対立させない。 

⚫ Science と思想を対立させない。 

⚫ Technology と生命を対立させない。 

 

人間が選択できる自由を守るためにこそ、 

科学的根拠と倫理的境界を必要とする。 
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42．BIE Conditioning が「しないこと」 

BIE Conditioning は、次のことを目的としない。 

 

• 医療の代替を宣言しない。 

• 疾患の治療を保証しない。 

• 「自然治癒」を万能視しない。 

• 心理的効果を一律に約束しない。 

• 特定の商品による特定の結果を思想だけから

導かない。 

• 科学的に未検証の仮説を事実として扱わな

い。 

• 人間の健康責任を個人だけに押しつけない。 

• Technology による生命の完全な制御を目指さ

ない。 

• 「何もしないこと」を常に善としない。 

 

BIE Conditioning が大切にするのは、 

 

⚫ 「何をするか」だけではなく、 

⚫ 「何をしないか」という倫理である。 
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43．BIE Conditioning が「すること」 

 

一方で BIE Conditioning は、 

 

• 生命科学の知見を学ぶ。 

• 生体界面と環境との関係を考える。 

• 身体感覚と人間の体験を研究する。 

• 必要な介入と不要な介入を考える。 

• セルフケアにおける自律的な選択を支える。 

• 人間が過剰に自分を管理しなくてもよい環境

を考える。 

• Science、Psychology、Technology、Art、Public 

Health との対話を進める。 

• 仮説を研究によって検証する。 

• 社会実装において科学的・倫理的境界を守

る。 

 

そして、 

 

人間と生命との関係そのものを問い続ける。 
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第十八部 

生命の解放宣言 

44．生命を生命自身へ返す 

 

⚫ 私たちは、 

健康を「自分を完全に管理すること」だと考えな

い。 

⚫ 私たちは、 

生命を完全に制御できることが、 

人間の自由だとは考えない。 

⚫ 私たちは、 

不快感や揺らぎを、 

ただちに失敗や敵として扱わない。 

⚫ 私たちは、 

必要なときには介入する。 

⚫ 必要なときには、 

科学を頼る。 

⚫ 必要なときには、 

医療を受ける。 

⚫ 必要なときには、 

Technology を使う。 

⚫ 必要なときには、 

他者の力を借りる。 

 

そして、 

 

⚫ 必要でなくなったなら、 

手放す。 

⚫ 私たちは、 

生命を放置しない。 

⚫ 生命を支配しない。 

⚫ 生命を敵にしない。 

⚫ 生命と共に生きる。 
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⚫ 人間が、 

自分自身の生命を永遠に監視し、 

修正し、 

管理し続けなければならないという圧力から、 

少し自由になるために。 

生命が働く余白を守るために。 

 

⚫ 人間が、 

自分の生命を信頼しながら、 

必要なときには適切な支援を選択できるようにす

るために。 

 

⚫ 私たちは、 

セルフケアを再定義する。 

 

⚫ セルフケアとは、 

自分を支配することではない。 

自分の生命が働きやすい条件を整え、 

その生命との関係を、 

自分自身で選び直していくことである。 

 

BIE Conditioning は、 

 

生命を設計するものではない。 

生命が働く環境を考える。 

 

人間を変えるものではない。 

人間自身の変化が生まれる余白を守る。 

 

心を操作するものではない。 

身体、環境、知覚、体験、行動の関係を問い直す。 
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そして、 

 

「もっと」を唯一の価値にしない。 

 

⚫ 必要なものを選び、 

⚫ 必要でないものを手放す。 

 

それによって、 

 

人間が自分自身の生命との関係を取り戻す。 

 

それが、 

 

BIE Conditioning の思想である。 
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45．最後の問い 

 

私たちは、 

健康になるために、 

いつまで自分自身を管理し続けるのだろうか。 

 

いつから、 

「自分を大切にすること」が、 

「自分を監視し続けること」 

になったのだろうか。 

 

いつから、 

生命の揺らぎは、 

修正すべき欠陥になったのだろうか。 

 

そして、 

 

本当に必要なのは、 

さらに強い介入なのだろうか。 

 

それとも、 

 

生命が働くための、 

ほんの少しの余白なのだろうか。 

 

BIE Conditioning は、 

 

その問いから始まる。 

 

⚫ 健康とは、 

生命を完全に管理することではない。 

⚫ 美しさとは、 

生命の揺らぎを消すことではない。 

⚫ 自律とは、 

誰にも頼らないことではない。 

⚫ 尊厳とは、 

すべてを支配できることではない。 
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⚫ 必要なときに支えられ、 

⚫ 必要なときに選択でき、 

⚫ 必要でなくなったときには手放せる。 

 

そして、 

 

自分自身の生命を、 

 

敵ではなく、 

 

共に生きる存在として受け入れる。 

 

⚫ その自由を、 

私たちは取り戻したい。 

 

人間の尊厳を奪還する。 

 

⚫ 生命を、 

生命自身へ返す。 

 

⚫ そのために、 

私たちは BIE Conditioning を提案する。 

 

⚫ これは、 

完成された答えではない。 

 

⚫ これから研究され、 

検証され、 

議論され、 

社会の中で磨かれていく問いである。 

 

だからこそ、 

 

BIE Conditioning は一つの思想であり、 

一つの研究仮説であり、 

一つの社会提案である。 
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生命を支配するためではなく。 

生命を放置するためでもなく。 

 

生命と、 

もう一度、 

共に生きるために。 

 

BIE Conditioning 

Bio Interface Environmental Conditioning 

生体界面環境調整 

 

そして、その根にある問いは、 

 

ただ一つである。 

 

私たちは、生命をどこまで管理する必要があるの

か。 

 

その問いから、 

 

新しいセルフケアが始まる。 
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目指している社会変化 

 
一番中心にあるのは、 

 

「人間が自分自身を過剰に管理し続けなければなら

ない社会」から、「生命が働きやすい環境を整え、必

要なときに必要な支援を選択できる社会」へ変える。 

 

だと思います。 

 

さらに分解すると、5 つあります。 

 

• 自己管理の社会 → 自己選択の社会 

「もっと管理しなければ」という圧力から、必要

なものを自分で選べる社会へ。 

• 症状を消す社会 → 状態を理解する社会 

不調や揺らぎを即座に「失敗」「敵」とみなさず、

まず観察する。 

• 過剰介入の社会 → 必要最小限の介入を選

ぶ社会 

「もっと」「強く」「頻繁に」を善とせず、必要なら

介入し、不要になれば手放す。 

• 健康を個人の責任にする社会 → 環境も含

めて健康を支える社会 

「本人がもっと努力する」だけではなく、生活環

境・社会環境・生体界面まで考える。 

• 生命を管理する社会 → 生命と共に生きる社

会 

医療・科学・Technology を否定せず、必要な支

援を受けながら、生命自身の働く余白も尊重

する。 
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つまり、社会の変化を一枚にすると 

 

現在 

健康 

↓ 

自分を管理する 

↓ 

測る・改善する・修正する・介入する 

↓ 

「もっとやらなければ」 

 

BIE Conditioning が提案する社会 

 

健康 

↓ 

自分の状態と環境を観察する 

↓ 

必要な支援・介入を選択する 

↓ 

必要なら介入する 

↓ 

必要でなくなれば手放す 

↓ 

生命が働く余白を守る 

 

です。 

 

そして、もっと大きな社会像として、この文章には、 

 

「健康・美容・ウェルネスを、人間をさらに管理する産

業から、人間が生命とよりよく共存できる環境をつく

る産業へ変えていく」 

 

という構想まで入っています。 

 

これは第 38 章の「健康産業から生命環境産業へ」に

出ています。 

 


